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研究成果の概要（和文）：学校救急処置における養護教諭の論理的思考力の問題を解決するため，現職養護教諭
対象の「仮説演繹法による臨床推論」オンライン研修プログラムを開発・実施した。アウトカム評価では，研修
受講によって緊急度･重症度判断の目的をふまえた情報収集や経験を活かすことの重要性が理解でき，重症例を
念頭においた仮説形成や仮説検証のための情報収集ができるようになる可能性が示された。

研究成果の概要（英文）：To resolve issues regarding Yogo teachers’ logical thinking ability in 
relation to first-aid measures at schools, an online training program was developed and implemented 
for current Yogo teachers under the title “Clinical reasoning by means of hypothetical deduction.”
 The outcome evaluation showed the potential for trainees to become able to understand the 
importance of collecting information and using experience based on the objective of determining 
urgency and severity, and to collect information for the formation and verification of hypotheses 
while keeping in mind serious cases

研究分野： 学校保健
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  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究における成果から、「臨床推論タイプ分析」および「臨床推論モデルパターン」を用いて論理的思考力の
「見える化」を目指した研修の有効性が示された。このことから、本研究は養護教諭の学校救急処置の緊急度･
重症度判断における思考プロセスの問題を解決する方策の一つを示す事ができたといえる。本プログラムは､養
護教諭だけでなく病院の小児科外来や災害現場で活躍するトリアージナース教育、看護師の特定行為研修におけ
る臨床推論の教育･研修にも広く応用できる可能性がある。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
 
１．研究開始当初の背景 
学校保健のキーパーソンである養護教諭は､子どもの傷病に対して常に｢緊急度･重症度判断｣

を行い､対応を決定している｡軽症事例が多いが､時に生じる重症事例においても緊急度･重症度
判断に基づき確実に対応できる力が求められる｡しかし､養護教諭の多くはこの緊急度･重症度判 
断に対して困難感が高く(引用文献①)、経験年数を経ても判断への自信は高まりにくい(引用文
献②)｡ 
高い困難感の要因の一つは｢論理的思考力の不足｣である｡岡ら(引用文献③) は｢養護教諭は子

どもから必要な情報を引き出す力があるが、得た情報を判断や根拠につなげる力は十分ではな
い｣と述べ､情報から判断を導く論理的思考力の不十分さを指摘している｡もう一つの要因は｢振
り返りが難しい環境｣である｡ほとんどの養護教諭は一人配置であり､看護職のように同僚からタ
イムリーに判断へのアドバイスをもらう機会が少ない｡｢論理的思考力の育成には意見の異なる
他者との対話が重要(引用文献④)｣と言われており､養護教諭は論理的思考力を高めにくい環境
におかれているといえる｡ 
 
２．研究の目的 
(1) 本研究では､緊急度･重症度判断に対する困難感の要因｢論理的思考力の不足｣と｢振り返りが
難しい環境｣が克服できるように工夫した養護教諭研修プログラムを新規に開発し､さらにその
プログラムを実施して有用性を実証することを目的とする｡ 
 
(2) 本研究における学術的「問い」 は、どのような教育・研修プログラムを開発すれば、主たる
要因である｢論理的思考力の不足｣と｢振り返りが難しい環境｣を克服でき、緊急度・重症度判断に
おける養護教諭の自信に繋がるかを「問い」とする。 
 
３．研究の方法 
緊急度･重症度判断に対する困難感の要因｢論理的思考力の不足｣と｢振り返りが難しい環境｣が

克服できるオンライン研修プログラムおよび評価指標を作成し、実施・評価を行う。その結果を
ふまえて、研修プログラムの効果と課題を明らかにする。 
 
(1) オンライン研修プログラム作成 
本研修は研修前に受講者に取り組んでもらう事前課題と 90 分のオンライン講義で構成した．

本研修では論理的思考力を高めるため「臨床推論モデルパターン」を、振り返りを促進するため
に「臨床推論タイプ分析」を用い、論理的思考力の「見える化」を目指した。 
「臨床推論モデルパターン」とは、学校救急処置プロセスの「問題認知(訴え受理)」→「アセ

スメント(情報収集･分析)」→「緊急度･重症度判断」の思考プロセスに「仮説演繹法による臨床
推論」をあてはめ、必要な知識を整理して図示したものである(引用文献⑤⑥⑦)。 
「臨床推論タイプ分析」は養護教諭の臨床推論の実態および特徴を明らかにした研究(引用文

献⑧)で用いた臨床推論タイプの分析方法を使用する。事前課題のプロセスレコードの記述内容
を「仮説演繹法による臨床推論」の各プロセス「1.仮説形成のための情報収集、2.仮説形成、3.
仮説検証のための情報収集、4.仮説検証、5.緊急度・重症度判断」に沿って分析する。 
 

(2) プログラム評価作成 
アウトカム評価（オンライン講義の目標達成度の評価）とプロセス評価（オンライン研修プロ

グラムの難易度・活用可能性、受講生の理解度・満足度、事前課題の取り組みやすさ、教材に対
する評価等）を行うため、無記名の研修前調査、研修後調査、3ヶ月後調査を行った。研修前調
査は研修のおよそ 1週間前に、研修後調査は研修終了直後に、3ヶ月後調査は研修受講 3ヶ月後
に受講者に記入を依頼し、すべての質問紙は 3ヶ月後調査記入後に返信をしてもらった。 
 研修前調査は属性と緊急度･重症度判断の目的をふまえた情報収集頻度をたずねた。属性は養
護教諭経験年数、勤務校の校種、勤務校経験年数、複数配置の有無、看護師免許の有無、看護師
勤務経験である。緊急度･重症度判断の目的をふまえた情報収集頻度は、緊急度･重症度判断の目
的をふまえた学校救急処置における「情報収集」の頻度の変化を明らかにするために、「子ども
の身体の状態を予測した情報収集」、「重症例を念頭においた情報収集」の実施頻度をたずねた。 
 研修後調査は研修終了直後に研修の満足度等をたずねた。研修後調査の内容は研修の満足度・
難易度・理解度、事前課題の取り組みやすさ、研修で用いたスライド資料や冊子「臨床推論モデ
ルパターン」のわかりやすさ、自己の思考プロセスにおける課題の明確化、本研修で学んだこと
の活用可能性の程度、印象に残っていること（自由回答）、本研修をふまえこれからやってみよ
うと思っていること(自由回答)、わかりにくかったこと（自由回答）である。 
 3 ヶ月後調査は研修 3 ヶ月後に緊急度･重症度判断の目的をふまえた情報収集頻度等をたずね
た。内容は事前調査と同様の緊急度･重症度判断の目的をふまえた情報収集頻度に加えて、情報
収集頻度への影響要因として「仮説演繹法による臨床推論」の学習機会と「救急処置実践の振り



返りシート」を用いた振り返りの機会の有無をたずねた。 
 
(3) オンライン研修プログラム実施 
A 県の養護教諭会の協力を得て、募集し研修受講の意志を示した 19 名に対して研究の説明を

文書で行い、同意が得られた 19 名を対象とした。オンライン講義は 2021 年 8 月〜11 月に計 5 
回行った。1 回あたりの受講者数は 3〜5 人であった。 
オンライン講義の目標は、①緊急度･重症度判断の目的をふまえて情報収集することの重要性

が理解できる、②自身の思考プロセスの特徴と課題が明らかにできる、③重症例を念頭においた
仮説形成ができる、④仮説検証のための情報収集ができる、⑤判断力を高めるために経験を活か
すことの重要性が理解できる、の５つである。 
各目標の評価指標は以下のとおりである。 
目標①「緊急度･重症度判断の目的をふまえて情報収集することの重要性が理解できる」の評

価は研修後調査の自由回答の記述内容で確認した。 
目標②「自身の思考プロセスの特徴と課題が明らかにできる」の評価は研修後調査における事

前課題の取り組みやすさ、自己の課題に関する質問および自由回答の記述内容で確認した。 
目標③「重症例を念頭においた仮説形成ができる」の評価は研修後調査の自由回答の記述内容

で確認した。さらに研修前調査と 3ヶ月後調査の「重症例を念頭においた情報収集」実施頻度の
変化で確認した。 
目標④「仮説検証のための情報収集ができる」の評価は研修後調査の自由回答の記述内容で確

認した。さらに研修前調査と 3ヶ月後調査の「子どもの身体の状態を予測した情報収集」実施頻
度の変化で確認した。 
目標⑤「判断力を高めるために経験を活かすことの重要性が理解できる」の評価は研修後調査

の自由回答の記述内容で確認した。 
 

４．研究成果 
(1) 目標①「緊急度･重症度判断の目的をふまえて情報収集することの重要性が理解できる」は
達成できたと考える。研修後調査の自由回答で生成されたカテゴリから受講生の重要性の認識
が高まったことが推察された。  
 
(2)目標②「自身の思考プロセスの特徴と課題が明らかにできる」については、研修後調査で全
員が「（自己の思考プロセスの課題が）とても明らかになった・明らかになった」と回答してお
り、自由回答においても【振り返りができ、課題が明らかになった 】というカテゴリが生成さ
れたことから、一定の効果はあったのではないかと考える 
 
(3) 目標③「重症例を念頭においた仮説形成ができる」と目標④「仮説検証のための情報収集が
できる」は達成できたと考える。研修前と 3 ヶ月後の「子どもの身体の状態を予測した情報収
集」、「重症例を念頭においた情報収集」の実施頻度を比較した結果、いずれも、研修前と比較し
3 ヶ月後で得点が上昇し、「重症例を念頭においた情報収集」得点においては有意差が認められ
た。また、属性別にみると、「養護教諭経験年数 10 年以上」、「複数配置なし」、「看護師免許なし」
において有意差が認められたことから、これらの属性の「重症例を念頭においた情報収集」頻度
を高める可能性がある研修であったことがわかる。 
 
(4)目標⑤「判断力を高めるために経験を活かすことの重要性が理解できる」についても達成で
きたと考える。研修後調査の自由回答で【仮説形成のための知識・経験の重要性】や【振り返り
を続けたい】というカテゴリが生成されたことから、研修によって「判断力を高めるために経験
を活かすこと」の重要性の認識につながったことが推察され、目標達成したと評価する。 
 
(5) 本オンライン研修プログラムの課題は、臨床推論タイプ分析に関係する事前課題の提示時
期・方法、スライド資料のわかりにくさ、冊子教材「臨床推論モデルパターン」で扱う傷病の少
なさであった。 
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保健室における養護教諭の臨床推論の特徴－仮説数および収集された情報数の分析より－
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８．本研究に関連して実施した国際共同研究の実施状況

共同研究相手国 相手方研究機関


